
1989 年に子どもの権利条約が国連で採択され、1993 年よりフォーラ
ムが開催されてきた経緯、これまでの社会の変化について振り返ります。

子どもに関わる人たちの手で発刊された『復帰50年沖縄こども白書 2022』の執筆
者とともに、沖縄の子どもの現状について子どもの権利条約の視点から考えます。

会場と県内外の子どもが活動する団体とをつなぎ、子ども達が「今」感
じていることについて、意見交換します！
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企　画　名

子ども参加のまちづくり、
首里城正殿復元に向けて 首里まちづくり基金運営委員会

主　催　団　体

保育事故をくり返さないために
一般社団法人Co-Link、
赤ちゃんの急死を考える会、
保育の重大事故をなくすネットワーク

かるたで子どもの権利を
楽しく学ぼう

認定NPO法人
国際子ども権利センター
（シーライツ）

子どもは学校で子どもの権利が
守られているか。
守られていないとしたらなぜなのか

沖縄県民間教育研究所

こども基本法と子どもの権利
～意義と今後の課題～

広げよう！
子どもの権利条約キャンペーン

子どもの権利条約と
子どもの居場所

那覇市社会福祉協議会

外国につながる子どもたちと共に
～つながる、育む、楽しむ～

多文化ネットワーク fu ふ！
沖縄コラボ

子どもの権利　なんでやねん！
すごろく in OKINAWA

子どもの権利条約
関西ネットワーク

子どもの権利と私の権利を
考えてみよう NPO法人ちゅらゆいｘ林大介

「学校」と「家庭」以外の
選択肢を広げるために

NPO法人
1万人井戸端会議
いどばた学童クラブ

オープニング
祝 30回！子どもの権利条約フォーラムを振り返る

子どもの権利を、沖縄の子どもの現状から考える 子どもと考える、子どもたちの「今」

ディスカッション 各地域の子どもと意見交換

1012/ 土 15：20～17：20

～メインセッション～

分科会：AA

～メインセッション～

首里城正殿復元まであと4年、首里まちづくり基金という基金の使いみちを高
校生らと考えるワークショップです。まちづくりに子どもたちが参加できる
モデル作りを目指しています。

沖縄県内で乳児が保育施設で死亡するという悲しい事故が起きました。どうし
たら事故を防げるのでしょうか。研究者、県外の保育事故当事者家族（遺族）
等とともに、保育事故の現状や、今後、取り組むべき課題等について考えます。

『世界の子ども権利かるた』で遊びながら、子どもの権利について学
びます。自分のとった絵札がどのような意味があるかについて話し合
います。

沖縄県は不登校児童が増え続けています。子どもたちにとっての学校が今どうなっ
ているのか。子どもの権利は守られているのか、守られていないとしたらなぜなの
かをしっかり話し合うことで、子どもの権利条約を真に活かす学校を目指したい。

本キャンペーンでは、子どもの権利を基盤としたこども基本法の制定を訴えてき
ました。政策提言の過程やこども基本法・こども家庭庁についての概要、その意
義と今後の課題を子どもの権利の観点からお話します。

子どもの居場所の活動を子どもの権利条約の視点から整理する。モデ
ル的な活動を共有しながら、子どもの居場所がさらにできることを参
加者とともに考えていく。　

外国につながる子どもたちの現状や取り組みを共有し、地域コミュニティーの
「つながり」の可能性について考えます。いろいろな想いや希望を、未来にむ
けて、ゆんたく（おしゃべり）しましょう。

子どもたちの声から、子どもたちが作った「なんでやねん ! すごろく」を持って、
大阪から参加します。子どもの権利条約を学びながら、子どもは意見表明！大
人は「聴く」スキルアップ！どなたでも参加できます。

海外の子どもの権利に関する事例を参考にしながら、日本
の子どもたちが自分たちの権利について考える。

平日の日中、子どもの居るべき所は「学校」と「家庭」の 2 つしかなく、そこ以
外の選択肢が０に近い。親も子も安心して過ごせる場作りをいろんな立場の方
と語りあい現実的構想を作成し実現への一歩の機会とする。

分科会内容

（　　 　　　　）子どもと地域をつなぐサポートセンター糸/
子ども食堂サポートセンター那覇

子どもの権利条約フォーラム 2022
in 那覇/沖縄

1012/ 土

13：00～15：00

子どもの権利条約フォーラム 2022
in 那覇/沖縄

対面とオンライン
対面のみ


